
更新2021/04

専門医更新・指導医初回または更新の種類
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 専門医更新

2022年以降、全員「機構専門医」で更新する。

学会専門医では更新できない。

 指導医初回または更新

従来どおりで、変更はない。

日本泌尿器科学会の資格（のみ）のため。
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専門医 更新条件
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1. 総会または地区総会 1回以上参加

2. 機構研修単位 50単位（または40単位）取得

必要単位数

（①②のいずれか選択）

NCD登録症例証

手術症例一覧表（様式2）

症例一覧表（様式3）

② 免除　（要　診療従事証明書） 0単位

3単位～10単位

うち必修講習（医療安全・感染対策・医療倫理） 各1単位以上

iii) 15単位以上

iv) 3～15単位

50単位

40単位

※1

※2

項目

必要な講習単位（ii専門医共通講習+iii泌尿器科領域講習）について
【必須】40%以上を、卒後教育プログラム受講で取得しなければならない。
（総会・地区総会会場、またはe-ラーニングによる）

学術業績・診療以外の活動実績
学術集会の「参加」単位で取得できるのは6単位まで。

合計10単位
（いずれかで満たしても可）

ii)

i)

診療実績の証明

専門医共通講習　※1

泌尿器科領域講習　※1

学術業績・診療以外の活動実績　※2

①

合計
i)診療実績の証明で①10 単位を選択した場合

i)診療実績の証明で②免除を選択した場合
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指導医 初回または更新条件
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1. 専門医更新認定条件を満たしていること

2. 泌尿器科に関する学術論文と学術集会での発表があわせて5件以上あること

初回の場合のみ…うち筆頭発表が1件以上

3. 指導医教育コースを1コース以上受講していること

4. 教育施設に3年間以上所属していること（非常勤可）
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i) 診療実績の証明
免除
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現在の専門医更新回数（学会・機構問わず）が3回以上で、4回目以上の更新申請にあたる場合

→ i)診療実績の証明（10単位） 免除を選択することも可能

 免除を選択する場合

i) 診療実績の証明（10単位）は不要。

かわりに「診療従事証明書」（本人以外の泌尿器科専門医の署名・捺印が必要）を提出する。

JUA academy〈研修単位・業績登録〉の「認定更新申請書類」からダウンロードできる。

ii)専門医共通講習～iv)学術業績・診療以外の活動実績の合計40単位が必要。

 免除を選択しない場合

i)診療実績の証明（10単位）が必要。

i)診療実績の証明～iv)学術業績・診療以外の活動実績の合計50単位が必要。
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i) 診療実績の証明
免除 更新回数の調べ方
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1. 認定証に貼付されている認定シールで調べる

2. 会員MyWebの「登録情報の確認と編集」にある「専門医情報」で調べる

【免除選択可】

更新回数 「3回」以上

認定番号末尾 「14」以上
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i) 診療実績の証明
組み合わせ

「NCD登録症例証」「手術症例」「症例一覧（外来診療症例）」を組み合わせて10単位
分としてもよいし、いずれか1つで満たしてもよい。
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（例）

項目 症例数 単位数

1 NCD登録症例証 103例 10単位

NCD登録症例証 68例（6単位）

手術症例一覧表 40例（4単位）

3 手術症例一覧表 100例 10単位

手術症例一覧表 70例（7単位）

症例一覧表（尿路性器感染症） 30例（3単位）

5 症例一覧表（尿路性器感染症） 100例 10単位

症例一覧表（尿路性器感染症） 60例（6単位）

症例一覧表（慢性腎不全） 40例（4単位）

10単位2

10単位4

10単位6
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i) 診療実績の証明
NCD登録症例証①

NCD（National Clinical Database）の関連団体所属医師専用システム「NCD-Person」から、
NCD登録症例証をダウンロードできる。
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会員MyWeb
「NCD関連」を
クリック

「NCD登録症例証～
こちらから」
をクリック
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i) 診療実績の証明
NCD登録症例証②
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NCD-Personにログイン
（初めて利用する場合は
日本泌尿器科学会の会員番号入力後、
認証手続き画面になる）

該当するメニューを
クリック

ログイン
手続き後
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i) 診療実績の証明
NCD登録症例証③
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「PDFをダウンロード
する」をクリック

NCD登録症例証
が表示される
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i) 診療実績の証明
NCD登録症例証④

 NCD登録症例証は、「全施設合計」と「施設別集計」がまとめて1つのファイルになっている。

 「全施設合計」のうち、「一般的な手術」「専門的な手術」の各「計」を合計した数を、NCD登
録症例証による単位として申請できる。専門医更新の場合、「術者」「助手」の別は問わない。

 10例＝1単位とする。

 専門医更新の場合、目標数値（≧5など）は問わない。

 「未選択」は、NCD登録症例証に表示されない。表示したい場合は、「一般的な手術」「専門的
な手術」のいずれかを選択する。専門医更新の場合、「一般的な手術」「専門的な手術」どちらで
も構わない。
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NCD登録症例証に
表示したい場合は、
「症例一覧」から術式を
選択する。

「未選択」は
NCD登録症例証に
表示されない
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i) 診療実績の証明
手術症例一覧表
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 10例＝1単位とする。

 手術症例一覧表は、JUA academy〈研修単位・業績登録〉の「認定更新申請書類」からダウンロードできる。

 手術術式は「泌尿器科領域の主な手術一覧表」（手術症例一覧表のファイルにシートあり）に記載のものとす

る。生検は含めない。

 「術者/指導者」は、自分が術者だった場合は「術者」、指導する立場だった場合は「指導者」と記入する。指

導者の場合、日本泌尿器科学会の指導医資格の有無は問わない。

 複数の施設の症例をあわせて記入できる。

 「責任者署名」は、主たる施設の責任者（泌尿器科の責任者）が署名・捺印する。自分自身が責任者の場合は

自分で署名・捺印する。

 「NCD登録症例証」の症例を重複して入力することはできない。
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i) 診療実績の証明
症例一覧表

 1領域10例＝1単位とする。

（例）尿路性器感染症 10例 → 1単位になる

尿路性器感染症 8例 ＋ 慢性腎不全 2例 → 1単位にならない

 領域は7つある。

①尿路性器感染症 ②下部尿路機能障害 ③尿路性器腫瘍 ④尿路結石症

⑤慢性腎不全 ⑥小児泌尿器科疾患 ⑦不妊・アンドロロジー

 症例一覧表は、JUA academy〈研修単位・業績登録〉の「認定更新申請書類」からダウンロードできる。

 必ずしも初診でなくても構わないが、泌尿器科専門医としてふさわしい疾患と診療内容のもので、同一人物の

同一疾患が重複しないように記入する。ただし、2つ以上の領域にまたがる場合は、それぞれを1カウントと

することができる。

 「担当医/指導医」は、自分が担当医だった場合は「担当医」、指導する立場だった場合は「指導医」と記入

する。指導医の場合、日本泌尿器科学会の指導医資格の有無は問わない。
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ii) 専門医共通講習
必修講習
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共通講習の一部（医療安全・感染対策・医療倫理）が、必修講習になっている。

主な共通講習

• 医療安全（必修講習）

• 感染対策（必修講習）

• 医療倫理（必修講習）

• 保険医療

など…
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ii) 専門医共通講習
受講方法
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 卒後教育プログラム（総会・地区総会会場にて）
 総会企画プログラム（総会・地区総会会場にて）

（新専門医制度対応専門医共通講習）
 e-ラーニング
 地方会の講習会
 関連学会の講習会
 医師会の講習会
 基幹施設の講習会
など…

卒後教育プログラム・総会企画プログラム（新専門医制度対応専門医共通講習）・e-ラーニング以外
は、学会または日本専門医機構に申請して認められたものに限る。
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iii) 泌尿器科領域講習
受講方法
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 卒後教育プログラム（総会・地区総会会場にて）
 総会企画プログラム（総会・地区総会会場にて）

（新専門医制度対応泌尿器科領域講習）
 e-ラーニング
 JUA WEBINAR
 地方会の講習会
 関連学会の講習会
など…

卒後教育プログラム・総会企画プログラム（新専門医制度対応泌尿器科領域講習）・e-ラーニング・
JUA WEBINAR以外は、学会に申請して認められたものに限る。
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講習単位の注意点
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 必要な講習単位（ii 専門医共通講習＋iii 泌尿器科領域講習）の40%以上を、卒後教育プログラム

（総会・地区総会会場、e-ラーニング）を受講することで取得する。

 自動登録されない講習（関連学会の講習会など）については、JUA academy「研修単位・業績

登録」で登録のうえ、更新申請時に受講証明書（原本）を添付して提出することで単位として認

められる。更新申請時まで、受講証は手元で保管する。
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e-ラーニングの注意点
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 受講完了（視聴後テスト合格）したもののみ単位として認められる。テストは何度でも受けられる。

 現在の認定期間内に総会・地区総会で開催された講習が単位として認められる。

（例）2022年更新（現在の認定期間 2017年4月1日～2022年3月31日）

第105回総会（2017年4月） 卒後20 → 認められる

第103回総会（2015年4月） 卒後01 → 認められない

 総会・地区総会で、同じプログラムを受講していないか確認する。重複してカウントはできない。

（例）第105回総会にて 卒後教育プログラム14（ビデオの場合は37）受講

e-ラーニングにて 第105回総会 卒後14 受講

→重複しているので、e-ラーニング分は単位にならない。
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JUA Webinarの注意点
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 受講完了（視聴後テスト合格）したもののみ単位として認められる。テストは何度でも受けられる。

 現在の認定期間内に公開された講習のうち、受講期間（単位が認められる期間）内に受講完了したも

のが単位として認められる。
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iv)学術業績・診療以外の活動実績

19

 学術集会（総会・地区総会、地方会、認められている他学会）の参加で認められるのは、

6単位までとなっている。

（例）

総会1回（3単位）＋ 地区総会1回（3単位）＝6単位（上限）

 学会発表は、筆頭のみ認められる（1単位）。

 論文発表は、筆頭（2単位）、連名（1単位）とも認められる。
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取得単位数等を確認する①

JUA academy〈研修単位・業績登録〉で、自動登録された取得単位数等を確認することができる。

20

JUA academy
「研修単位・業績登録」
をクリック
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取得単位数等を確認する②

21

「申請条件確認」を
クリック

「機構専門医更新用はこちら」
をクリック
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取得単位数等を確認する③
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自動登録された取得単位数等が
表示される
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申請条件確認

「申請条件確認」では、次の項目について確認できる。
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○…申請条件なので確認が必要　×…申請条件ではないので確認不要

確認事項 専門医更新のみ
専門医更新

＋
指導医初回/更新

1 総会または地区総会の参加回数 ○ ○

2 取得単位数および認定 更新 申請用単位数 ○ ○

3 ii)専門医共通講習＋iii)泌尿器科領域講習 の講習単位内訳 ○ ○

4 受講証等の証明書の提出が必要な単位の登録 ○ ○

5 指導医教育コースの受講回数 × ○

6 業績件数合計 × ○
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申請条件確認
1. 総会または地区総会の参加回数
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参加回数を確認
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申請条件確認
2. 取得単位数および認定 更新 申請用単位数

25

「認定更新申請用単位数」
に表示されている単位数で
申請条件を満たしているか
確認

i)診療実績の証明
（10単位または免除）は
自動登録がない

全員
「4.受講証等の証明書の提出が
必要な単位の登録」で登録が
必要

条件を満たしていない場合・上限に達している場合
「認定更新申請用単位数」欄や表の下にメッセージが表示される
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申請条件確認
3. ii)専門医共通講習＋iii)泌尿器科領域講習 の講習単位内訳①
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割合（40%以上）を
満たしているか確認
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申請条件確認
3. ii)専門医共通講習＋iii)泌尿器科領域講習 の講習単位内訳②
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40%未満の場合は、卒後教育プログラムを受講して、卒後教育プログラム受講による割合が40%を
超えるようにする。

講習単位（ii専門医共通講習＋iii泌尿器科領域講習）

受講内容 カウント方法 注意点

卒後教育プログラム（会場で受講） 卒後教育プログラム

e-ラーニング 卒後教育プログラム

JUA Webinar その他

総会企画プログラム その他

ご自身で登録した講習 その他
単位の登録＋受講証の提出（専門医
更新申請時）により単位になる。

同じプログラムを会場とe-ラーニン
グの両方で受講した場合、e-ラーニ
ング分は単位にならない。
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申請条件確認
4. 受講証等の証明書の提出が必要な単位の登録①
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【免除を選択する場合】
専門医更新回数が
「3」以上の場合のみ
免除選択ボックスが表示
される

【単位（10単位分）を
登録する場合】
合計で10単位分が必要

免除か単位選択のいずれかを設定して
「i)の単位を反映」をクリック

「i)診療実績の証明」は、全員登録が必要。
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申請条件確認
4. 受講証等の証明書の提出が必要な単位の登録②
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登録したいカテゴリのボタンを
クリック

 「ii)専門医共通講習」「iii)泌尿器科領域講習」「iv)学術業績・診療以外の活動実績（参加）」は、自
動登録された単位数等のみでは不足する場合のみ、登録する。

 登録のうえ、更新申請時に受講証明書（原本）を添付して提出することで単位として認められる。
更新申請時まで、受講証は手元で保管する。

 登録後、削除・修正・追加入力もできる。
 学会発表・論文発表・査読は、ここではなく、「単位・業績申請」で申請する。

詳細情報を入力後
「単位詳細を更新する」をクリック
（画面の上下に同じボタンがある）
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申請条件確認
5. 指導医教育コースの受講回数
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受講回数を確認
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申請条件
6. 業績件数合計
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業績件数を確認
（「単位・業績申請」で申請し、
受理されたもののみ表示）
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単位・業績申請①

32

申請したいカテゴリの
「入力欄の追加」を
クリックして申請

「単位・業績申請」を
クリック
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単位・業績申請②

 学会発表・論文発表・査読について、申請することができる。

 申請後、受理されると、「申請条件確認」に業績数・単位数（自動登録された単位数）として表示
される。審査中のものは、「単位・業績申請」に表示される。
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申請区分 申請の必要について

専門医更新

「申請条件確認」で
①「iv 学術業績・診療以外の活動実績」の申請用単位数が15単位未満
②ii)専門医共通講習～iv)学術業績・診療以外の活動実績の合計が40単位未満
①②いずれかで、申請したい場合のみ申請。
必須ではない。

指導医初回

「申請条件確認」で業績件数が
①5件未満の場合
②筆頭業績がない場合
①②の両方について、不足分の申請が必要。

指導医更新
「申請条件確認」で業績件数が5件未満の場合のみ
不足分の申請が必要。



更新2021/04

単位取得例
1. 主に総会・地区総会で取得する①

34

必須条件
チェック

受講方法 単位数 計

医療安全 ○
卒後教育プログラム（1講座）
1講座につき1単位×1講座＝1単位

1

感染対策 ○
卒後教育プログラム（1講座）
1講座につき1単位×1講座＝1単位

1

医療倫理 ○
卒後教育プログラム（1講座）
1講座につき1単位×1講座＝1単位

1

-

iii -
卒後教育プログラム（31講座）
1講座につき1単位×31講座＝31単位

31 31

○
総会に参加（1回）
1回3単位×1回＝3単位

3

-
地区総会に参加（1回）
1回3単位×1回＝3単位

3

40

i)診療実績の証明（10単位）…満たしている、または免除という前提で、これを除いた合計「40単位」で計算。

ii)共通講習・iii)領域講習…1講座あたりの単位数は、講習時間によって異なる（単位数は一例）。

iv)学術業績・診療以外の活動実績…記載した以外にも取得方法はある。主な取得方法を例として記載。

ii
専門医共通講習
（3～10単位）

必修講習
（各1単位以上）

iv

学術業績・診療以外の活動実績
（3～15単位）
（最小3単位は総会・地区総会参加による）

※学術集会の参加単位で認められるのは6単位以下

6

合計
（40単位）

3

その他

泌尿器科領域講習
（15単位以上）



更新2021/04

単位取得例
1. 主に総会・地区総会で取得する②

35

必要な講習単位（ii専門医共通講習＋iii泌尿器科領域講習）34単位の内訳

受講方法 単位数 割合

卒後教育プログラム 34 100% 40%を超えている

その他
（JUA WEBINAR・講習単位認定プログラム・
受講証で証明できる単位）

0 -

合計 34



更新2021/04

単位取得例
2. 主にネットを利用して取得する①

36

必須条件
チェック

受講方法 単位数 計

医療安全 ○
卒後教育プログラム（1講座）
1講座につき1単位×1講座＝1単位

1

感染対策 ○
卒後教育プログラム（1講座）
1講座につき1単位×1講座＝1単位

1

医療倫理 ○
卒後教育プログラム（1講座）
1講座につき1単位×1講座＝1単位

1

-

-
卒後教育プログラム（13講座）
1講座につき1単位×13講座＝13単位

13

-
JUA WEBINAR（21講座）
1講座につき1単位×21講座＝21単位

21

iv ○
総会に参加（1回）
1回3単位×1回＝3単位

3 3

40

i)診療実績の証明（10単位）…満たしている、または免除という前提で、これを除いた合計「40単位」で計算。

ii)共通講習・iii)領域講習…1講座あたりの単位数は、講習時間によって異なる（単位数は一例）。

iv)学術業績・診療以外の活動実績…記載した以外にも取得方法はある。主な取得方法を例として記載。

34

合計
（40単位）

iii
泌尿器科領域講習
（15単位以上）

学術業績・診療以外の活動実績
（3～15単位）
（最小3単位は総会・地区総会参加による）

※学術集会の参加単位で認められるのは6単位以下

3

その他

ii
専門医共通講習
（3～10単位）

必修講習
（各1単位以上）



更新2021/04

単位取得例
2. 主にネットを利用して取得する②

37

必要な講習単位（ii専門医共通講習＋iii泌尿器科領域講習）37単位の内訳

受講方法 単位数 割合

卒後教育プログラム 16 43.2% 40%を超えている

その他
（JUA WEBINAR・講習単位認定プログラム・
受講証で証明できる単位）

21 -

合計 37



更新2021/04

単位取得例
3. iv)学術業績・診療以外の活動実績を上限まで取得する①

38

必須条件
チェック

受講方法 単位数 計

医療安全 ○
施設で実施している講習（1講座）
1講座につき1単位×1講座＝1単位

1

感染対策 ○
施設で実施している講習（1講座）
1講座につき1単位×1講座＝1単位

1

医療倫理 ○
施設で実施している講習（1講座）
1講座につき1単位×1講座＝1単位

1

- 0

-
卒後教育プログラム（17講座）
1講座につき1単位×17講座＝17単位

17

-
JUA WEBINAR（4講座）
1講座につき1単位×4講座＝4単位

4

-
関連学会で実施している講習（認可されてい
る講習のみ）（1講座）
1講座につき1単位×1講座＝1単位

1

○
総会に参加（2回）
1回3単位×2回＝6単位

6

-
学会発表：筆頭（3件）
1件1単位×3件＝3単位

3

-
論文発表：筆頭（3件）
1件2単位×3件＝6単位

6

40

i)診療実績の証明（10単位）…満たしている、または免除という前提で、これを除いた合計「40単位」で計算。

ii)共通講習・iii)領域講習…1講座あたりの単位数は、講習時間によって異なる（単位数は一例）。

iv)学術業績・診療以外の活動実績…記載した以外にも取得方法はある。主な取得方法を例として記載。

ii
専門医共通講習
（3～10単位）

3

必修講習
（各1単位以上）

iv

学術業績・診療以外の活動実績
（3～15単位）
（最小3単位は総会・地区総会参加による）

※学術集会の参加単位で認められるのは6単位以下

15

その他

合計
（40単位）

泌尿器科領域講習
（15単位以上）

iii 22



更新2021/04

単位取得例
3. iv)学術業績・診療以外の活動実績を上限まで取得する②

39

必要な講習単位（ii専門医共通講習＋iii泌尿器科領域講習）25単位の内訳

受講方法 単位数 割合

卒後教育プログラム 17 68.0% 40%を超えている

その他
（JUA WEBINAR・講習単位認定プログラム・
受講証で証明できる単位）

8 -

合計 25



更新2021/04

申請書類のダウンロード①

40

JUA academy〈研修単位・業績登録〉で、自動登録された取得単位数等を確認することができる。

「認定更新申請書類」
をクリック

「機構専門医更新申請書・
指導医初回または更新」
をクリック



更新2021/04

申請書類のダウンロード②

41

「学位、勤務形態 情報の登録」
をクリック

学位と勤務形態を選択後
「登録」をクリック



更新2021/04

申請書類のダウンロード③

42

「学位、勤務形態情報の登録」が完了すると、書類一覧が表示される。


